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論 文 内 容 の 要 旨 

 

本論文では、近世の村の行政・運営のあり方を、庄屋日記・文書群に焦点をあてて、地域情報と

いう視点から考察した。肥後国天草郡高浜村と庄屋上田家文書を事例に、その実態と意義を検証し

た。本研究は、庄屋をはじめとした村役人を担い手とする、日常的、持続的な村の行政や運営その

ものへの関心から出発した。そして村社会の安定的な存続が近世社会の基底の一つであり、社会全

体の維持に不可欠であった状況から重要な課題とした。この課題を解決するために、行政・運営を

行う上での判断材料となり、方針や方策を考えるための根拠となった情報に着目した。 

この課題を分析・具体化するために必要な方法として、つぎの７点を設定し各論で分析した。村

の行政・運営を推進するための根拠となる情報の、①種類・特徴、②収集（記録・作成）、③活用

（選別・発信・伝達・分析）、④管理（蓄積・継承・廃棄）と、⑤情報量と村の行政との関係、⑥

情報群と領主支配の関係である。この点をあきらかにした上で、⑦村役人が担った村の行政・運営、

秩序の維持・持続方法、危機管理の実態を解明する。 

分析対象として、庄屋日記を中心とし、文書群という視点で旅人改帳や宗門改帳など、長期にわ

たり人を把握した史料を含める。この史料の特徴は、大量の記述内容が含まれ統計処理が可能な点

である。特に庄屋日記は、全文データ化の手法によって細かな事象を網羅することができた。様々

な情報を集約する近世のビックデータともいえる。これらの史料に記録された、村という地域の行

政・運営に関する各種情報をまとめる視点として、地域情報を設定した。 

 第一部「地域情報と日記・文書」－全体の前提となる地域情報、情報化を定義し、情報が記録さ

れる過程と情報化、村の行政・運営を担う村役人についてまとめた。１章－庄屋日記に記録された

情報の特徴、村における情報化の機能（収集・活用・管理）について、疱瘡流行を中心に検討した。

そして高浜村と崎津村の疱瘡対策、人口動態を比較すると、地域情報の蓄積のある高浜村では人口

が増加したことがわかる。２章－村の行政を主体的に担う年寄・百姓代の村役人について、日記、

触、印判などから実態をあきらかにした。また村内の迫における仁才（若者組）が、行政の一端で

ある取締や危機対応に従事したことが判明した。 

 第二部「庄屋日記の地域情報」－庄屋日記から村の行政・運営の判断資料となった情報の諸相と、

村の秩序維持、危機管理体制の実態をまとめた。３章－庄屋が主に船頭から収集した地域情報に焦

点をあてている。庄屋は商業情報の収集、見聞や伝聞情報を選別、階層化し日記に記録した。また

異国船漂流、フェートン号事件などの緊急時に際して、庄屋は風聞を収集し代官へ伝達、その情報

をもとに異国船への対応を進めた。４章－高浜村の漁民について、村の行政との関係から実態や役

割をあきらかにした。漁民は、正式な漁業権を得て後、異国船対応、難船救助、産物情報の収集と、

御用を担うことで村内外での地位を獲得した。５章－村の行政・運営の実態として日記に記された

流行病の疱瘡対策を分析し、危機情報という側面をみいだした。疱瘡に関する原文書は数点のみで

あり、庄屋は大庄屋、代官などへ頻繁に書状や文書を送付しているが、すべて日記に記される。こ



                                  

 

の疱瘡対策を地域情報として日記に記録し、のちの疱瘡流行の際に活用した。 

 第三部「地域情報と文書群」－宗門改帳や旅人改帳を文書群として長期的にとらえ、その情報の

諸相と、性格変化・把握情報の実態を考察した。６章－19世紀天草の旅人改帳・往来請負帳から、

行政の把握した人・物に関する情報について分析した。天草は集落周辺の山海を産業・流通の拠点

とし、船によって他地域とつながり、農産物を輸入し、山海産物を輸出していた。７章－文化 2年

の天草崩れと崎津村の宗門改帳の各文書群から、把握された情報の変化と実態をみた。天草崩れの

結果、個人単位の信仰を把握するため宗門改帳が異宗回信・素人と別帳化された。さらに疱瘡流行

により、家族の記載が大家族から夫婦単位へと、より詳細に変化する。村の行政は収集情報を変更

し変化に対応した。 

 以上、三部にわたって分析したが、天草郡では、18世紀末以降、天草崩れ、疱瘡、異国船来航な

どへの危機対応が、村の行政・運営能力を向上させた。その能力の実態は、日記を中心として情報

化を進め、地域情報として収集・活用・管理し、行政を実施したことである。近世日本の村は、地

域情報の活用により「村中安全」を維持しつつ、「惣村中為ニ無此上事」を目標としていたといえ

る。 

 また海に囲まれた近世の領主支配にとって、村が収集した情報の重要性は次第に増加し、それに

依存する「情報請」の状態を構築した。その情報源は多様であり、多くの優良な情報を入手すれば

優位に立てた。近世社会における情報は、村にとって領主支配の領域を横断・連携する力の源泉と

なり、領主支配を相対化、超越する可能性を持っていた。  


